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プロフィール

主要業績

死を考えることの意義 
―ACP(人生会議）とは何か

 
今後の治療・療養について自発的に患者・家族と医療従事者があら
かじめ話し合うことをACP(アドバンス・ケア・プランニング)＝人生
会議と言います。患者の同意を得て話し合いの結果が記述され定期
的に見直され、ケアに関わる人々が本人の意向に基づいて支援する
ことができるようにするための大切な取り組みです。しかし実際に
は、医学的な方針決定よりも、残された人生をどう生きてどう締め
くくるかといったことが最重要課題となり、自己の死生観や宗教
観、先祖とのつながりなどを見つめ直す機会となっているようで
す。折々に死について考えることの重要性を一緒に考えてみたいと
思います。        

  ２月 15日（土） 

奥野滋子 

  
世界最古の長編叙事詩『ギルガメシュ叙事詩』が〈本当は〉何であ
るのかという問いに突き動かされてこの十数年を生きて参りまし
た。大学での授業「神話と物語A」、死生学研究所の公開講座、『死
生学年報』の原稿執筆などをさせていただくうちに、この物語が持
つ層の厚さに気づくようになり、さらなる深みへと導かれました。
最も古い文書としての楔形文字文書によって「古代の死生学」が書
かれ、それが現代人に読まれることによって、未来の人々に伝えら
れてゆくという通過点に私たちが置かれているように思います。 
今回はその思いの一端を私の最終講義として聞いていただければと
願っております。

  ２月 15日（土） 

渡辺和子  
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『死生学年報２０２０ 死生学の未来』  

 

定価2,500円＋税 一般書店でご注文・ご購入いただけます。

プロフィール

主要業績

古代の死生学から未来へ 
―『ギルガメシュ叙事詩』の解読を通して


